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記
念
碑
「
松
下
幸
之
助
創
業
の
地
」
は
、
一
昨
年
十
一
月
に
建
立
五
周
年
を
迎
え
、
募

金
発
起
人
を
囲
ん
で
記
念
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。当
事
業
委
員
会
の
活
動
も
い
よ

い
よ
九
年
目
に
入
り
ま
す
。
今
一
度
「
松
下
幸
之
助
さ
ん
で
町
お
こ
し
」
の
初
心
に
帰
り
、

新
た
な
気
持
ち
で
以
下
の
通
り
活
動
計
画
を
実
施
し
ま
す
。
　

　
福
島
区
「
大
開
町
と
松
下
幸
之
助
に
関
す
る
事
業
委
員
会
」

     

平
成
二
十
三
年
度
活
動
計
画

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
お
こ
し
部
会

　
　
　
部
会
長
　
北
川
和
正

「
活
動
計
画
」

　
四
月
の
第
五
回
「
藤
ま
つ

り
」の
開
催
を
は
じ
め
、夏
に

は
本
通
・
駅
前
両
通
商
店
街

の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
賛
、
十

一
月
の
第
七
回
「
ぜ
ん
ざ
い

パ
ー
テ
ィ
ー
」
の
開
催
と
今

年
も
研
究
部
会
と
の
連
携
を

深
め
た
「
幸
之
助
さ
ん
の
精

神
」
を
町
お
こ
し
に
つ
な
げ
、

充
実
の
町
お
こ
し
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

松
下
幸
之
助
研
究
部
会

　
　
副
会
長
　
市
野
俊
哉

「
活
動
計
画
」

　
九
年
目
を
迎
え
、
大
開
創

業
時
代
の
十
五
年
間
を
基
礎

研
究
課
題
と
し
、
松
下
幸
之

助
氏
の
人
間
観
・
経
営
観
を

次
世
代
に
語
り
継
ぐ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育
成
を
継

続
し
ま
す
。
当
地
へ
お
越
し

に
な
る
方
の
ガ
イ
ド
を
実
施

す
る
と
共
に
、
幅
広
い
年
齢

層
に
対
応
出
来
る
ガ
イ
ド
方

法
を
併
せ
て
研
究
し
ま
す
。

記
念
碑
管
理
部
会

　
　
副
会
長
　
津
川
和
子
　

「
活
動
計
画
」

　
今
も
記
念
碑
を
訪
れ
る
方

は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
今
年

も
公
園
愛
護
会
や
Ｐ
Ｈ
Ｐ
お

お
ひ
ら
き
松
翁
会
の
協
力
を

得
て
記
念
碑
な
ら
び
に
周
辺

の
美
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

新
た
な
活
動
と
し
て
一
年
に

二
回
程
度
記
念
碑
の
定
期
点

検
を
実
施
し
ま
す
。
特
に
募

金
者
名
を
刻
字
し
た
名
板
の

傷
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度

　「
事
業
予
定
」

　
今
年
は
以
下
の
事
業
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

一
、
第
五
回
「
藤
ま
つ
り
」

「
実
施
日
」

　
四
月
十
七
日
（
日
）

　
詳
細
は
二
面
に
掲
載
し
て

　
い
ま
す
。

二
、
第
七
回

　
　「
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ
」

「
実
施
日
」

　
十
一
月
二
十
三
日
（
祝
）

　
詳
細
は
次
号
に
て
ご
案
内

　
し
ま
す
。

三
、
記
念
碑
定
期
点
検

「
実
施
日
」

　
後
日
決
定
（
年
二
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

平
成
二
十
三
年
度

　「
役
員
名
簿
」

名
誉
会
長
　
　
増
永
　
正
始

会
　
長
　
　
　
舩
本
　
正
治

松
下
幸
之
助
研
究
部
会
担
当

　
副
会
長
　
　
市
野
　
俊
哉

記
念
碑
管
理
部
会
担
当

　
副
会
長
　
　
津
川
　
和
子

会
報
部
会
担
当

　
副
会
長
　
　
中
野
　
　
勲

町
お
こ
し
事
業
部
会

　
部
会
長
　
　
北
川
　
和
正

　
副
部
会
長
　
山
口
　
達
也

松
下
幸
之
助
研
究
部
会

　
副
部
会
長
　
松
本
　
好
治

会
報
部
会

　
副
部
会
長
　
横
田
　
和
秀

事
業
会
計
　
　
辻
花
　
悦
子

同
監
査
役
　
　
中
田
　
秀
雄

支
援
会
計
兼
相
談
役

　
　
　
　
　
　
藤
本
　
賢
司

同
監
査
役
　
　
山
本
　
博
造

事
務
局
長
　
　
松
本
　
好
弘

事
務
局
次
長
　
笹
野
　
舜
輔

事
務
局
員
　
　
舩
本
ト
シ
子

相
談
役
　
　
　
末
廣
　
　
訂

　
同
　
　
　
　
上
村
　
俊
明

　
同
　
　
　
　
井
形
　
正
寿

　
同
　
　
　
　
南
條
　
俊
弘

　
同
　
　
　
　
鍵
谷
　
隆
平

顧
　
問
　
　
　
藤
井
　
宏
一



【2】会　　　　　報平成２３年４月１日

ホームページ:http://www.ohiraki-matsushita.com

　
平
成
二
十
一
年
度
活
動
報
告

　
間
も
な
く
藤
の
花
の
咲
く

こ
ろ
と
な
り
ま
す
。
当
委
員

会
で
は
今
年
も
「
藤
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。当
日
は
、大

開
小
学
校
と
大
開
幼
稚
園
に

里
子
と
し
て
お
預
け
し
て
い

る
鉢
植
え
の
藤
の
中
か
ら
花

を
咲
か
せ
た
も
の
を
格
安
価

　
第
五
回
「
藤
ま
つ
り
」
開
催
の
ご
案
内

格
で
販
売
し
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
に
続
き「
藤
の

品
評
会
」も
実
施
し
ま
す
。各

自
ご
自
慢
の
藤
を
持
ち
寄
っ

て
い
た
だ
き
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

更
に
、
藤
の
剪
定
や 

剪
定
指

導
な
ど
の
お
手
伝
い
も
し
ま

す
。
実
施
要
領
は
以
下
の
通

り
で
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
下

さ
い
。

「
開
催
日
時
」

　
四
月
十
七
日
（
日
）

　
午
前
十
時
〜
十
二
時

「
開
催
場
所
」

　
大
開
公
園
　
記
念
碑
前

※
小
雨
決
行

特
別
寄
稿

　
私
の
祖
父
・
松
本
梅
三
郎

は
幸
之
助
さ
ん
が
大
開
に
松

下
電
気
器
具
製
作
所
を
創
業

さ
れ
た
大
正
七
年
か
ら
少
し

あ
と
の
大
正
十
年
頃
に
大
開

に
移
り
住
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
頃
か
ら
祖
父
・
松
本
梅

三
郎
は
松
下
幸
之
助
さ
ん
と

親
し
く
か
か
わ
り
を
も
っ
て

い
く
事
に
な
り
ま
す
。

　
松
下
電
気
器
具
製
作
所
の

仕
事
が
繁
盛
し
て
き
て
、
工

場
を
拡
張
し
な
け
れ
ば
注
文

を
さ
ば
け
な
い
状
況
に
な
り

建
設
し
た
の
が
、
現
在
の
八

坂
温
泉(

大
開
２
丁
目)

の
向

か
い
に
あ
っ
た
第
一
次
本

店
・
工
場
で
す
。こ
の
工
場
は

松
下
幸
之
助
さ
ん
が
昭
和
八

年
、
門
真
に
本
店
を
移
し
た

後
も
昭
和
十
一
年
ま
で
金
属

部
品
を
つ
く
る
工
場
と
し
て

残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
第

一
次
本
店
・
工
場
を
私
の
祖

父
・
梅
三
郎
が
松
下
幸
之
助

さ
ん
か
ら
買
っ
た
の
で
す
。

そ
の
一
部
が
私
の
写
真
の
後

ろ
に
あ
る
建
物
で
す
。

 

　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
お
お
ひ
ら
き
松
翁
会
　
代
表
　
松
本
好
治

　
記
念
碑
「
松
下
幸
之
助
創
業
の
地
」

　
　
　
　
建
立
五
周
年
懇
談
会
を
開
催

第
六
回

「
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
」

　
昨
年
、
十
一
月
二
十
三

日
（
火
・
祝
）
午
前
中
に
大

開
公
園
に
て
第
六
回
「
ぜ

ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
日

か
ら
の
女
性
会
に
よ
る
下

拵
え
、
当
日
早
朝
か
ら
の

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
会
場
設

営
準
備
も
早
々
に
完
了
し
、

開
会
を
待
つ
の
み
と
な
り

ま
し
た
。
特
に
今
回
は
た

く
さ
ん
の
家
族
連
れ
の
皆

さ
ん
の
来
場
が
目
立
ち
、

来
場
し
た
多
く
の
子
供
た

ち
が
「
も
ち
つ
き
」
を
経
験

町
お
こ
し
事
業
部
会
　

　
副
会
長
　
舩
本
正
治

　
当
部
会
で
は
、
地
域
の

皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
な

が
ら
事
業
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
一
昨
年
四

月
に
は
第
四
回
「
藤
ま
つ

り
」
そ
し
て
。
十
一
月
に
は

第
六
回
「
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー

テ
ィ
ー
」
を
開
催
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
二

つ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
後
も

大
開
の
地
域
活
性
化
の
彩

り
と
な
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。

松
下
幸
之
助
研
究
部
会

　
　
監
事
　
市
野
俊
哉

　
一
昨
年
四
月
の
第
十
一

回
松
翁
忌
並
び
に
、
五
月
の

松
下
政
経
塾
・
関
西
研
修
と

八
月
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
の

研
修
会
の
一
環
と
し
て
の
ご

来
訪
に
も
現
地
ガ
イ
ド
を
実

施
し
ま
し
た
。

記
念
碑
管
理
部
会

　
副
会
長
　
南
條
俊
弘

　
一
昨
年
は
、
記
念
碑
が
完

成
し
て
満
五
年
を
迎
え
ま
し

た
。
記
念
碑
の
維
持
管
理
や

周
辺
の
水
遣
り
に
は
地
域
女

性
会
等
の
ご
協
力
で
常
に
良

好
な
状
態
で
保
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
四
月
に
は
「
野
田

藤
」の
復
活
を
目
指
し
て
、新

た
な
藤
の
植
栽
を
実
施
し
ま

し
た
。

 

　
平
成
二
十
二
年
度
活
動
報
告

し
、
会
場
は
今
ま
で
以
上
の

賑
わ
い
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
当
日
は
天
気
に
も
恵
ま

れ
て
、
開
催
に
当
た
り
六
五

〇
個
ほ
ど
用
意
し
た
「
ぜ
ん

ざ
い
」
用
の
容
器
も
足
り
な

い
ほ
ど
で
し
た
。
ま
た
今
回

も
柳
川
福
島
区
長
を
は
じ
め
、

多
数
の
ご
来
賓
の
ご
列
席
を

賜
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
大
開
連
合
町
会
、

大
開
女
性
会
・
開
寿
会
・
大
開

小
・
幼
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
商
店
会
・

Ｐ
Ｈ
Ｐ
松
翁
会
等
の
諸
団
体
、

及
び
大
開
有
志
の
皆
様
に
ご

協
力
を
頂
い
た
事
も
こ
こ
で

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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事
業
委
員
会
で
は
、
平
成

二
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日
、

記
念
碑
「
松
下
幸
之
助
創
業

の
地
」
建
立
五
周
年
懇
談
会

を
ホ
テ
ル
阪
神
に
て
開
催
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
四
名
の
募
金
発

起
人
を
お
迎
え
し
、
区
長
を

は
じ
め
地
元
選
出
議
員
、
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
本
社
役
員
、

松
愛
会
会
長
の
ほ
か
地
域
諸

団
体
代
表
を
ご
来
賓
に
、
大

開
連
合
各
町
会
長
並
び
に
校

園
関
係
者
、
福
島
区
各
連
合

町
会
ご
代
表
や
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
グ
ル
ー
プ
の
皆
様
な
ど
、

八
十
余
名
の
ご
出
席
を
賜
り
、

盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
記
念
法
被
を
披
露

し
、
四
名
の
募
金
発
起
人
に

進
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
事
務
局
長
　
松
本
好
弘


